















































































































































































































































































































































































































校生の努力と成長を賞賛しつつ、多数の聴衆の前で、町 防災意識と防災体制が非現実的で安全面で欠陥 あること、そのことをもっと研究・提案すべきであることを主張したの した。
⾼
校生が地域
の（安全）資源の状況を明らかにし資源の活用方法 提案 ことが、地域住民を能動化したのでした。（参考）樋田
⼤
二郎・樋田有一郎『人口
減少社会と
⾼
校魅力化プロジェクト――
地域人材育成の教育社会学』、明石書店（2018年）。
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